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謎と化石の黒瀬川帯

化石の宝庫　佐川町で、特に化石が多い

のが、黒瀬川帯と呼ばれる地域です。

黒瀬川帯は、東は関東山地に始まり、紀

伊半島・四国を通って九州まで東西に走っ

ている地層帯です。東西は 1000kmほどの

長さがあるのに、その幅はわずか数 kmほ

どの、とても細長い分布をしています。佐

川町付近では、だいたい国道 33 号線に並

行するようにおよそ３億から２億年前の時

代の黒瀬川帯の地層が分布しており、そこ

からは二枚貝の化石が豊富に見つかってい

ます。化石発掘体験が現在行われている川

内ヶ谷も、この黒瀬川帯に含まれます。

この黒瀬川帯ですが、より新しい時代の地層に取り囲まれるように分布しています。どうして

このような分布になっているのか、日本の地質学の謎の一つとされています。断層に沿って南方

から移動してきたと言うのが有力な説ですが、異論もあり、決着はついていません。

このように謎に満ちた黒瀬川帯ですが、佐川町が化石の宝庫となっているのは黒瀬川帯のおか

げでもあります。次に国道 33号線を走るときには、黒瀬川帯の化石と謎に思いを馳せてみてくだ

さい。

9 月の地質館イベント

９月 2５日（日）１２：００～＆１５：００～　 

展示解説「特に奇麗な化石たち」鉱物に置換された化石を紹介します。

地質館だより
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牧
野
富
太
郎
④
富
太
郎
の
学
歴
に
つ
い
て
（
そ
の
１
）

　

祖
父
や
両
親
を
幼
く
し
て
亡
く
し
た
富
太
郎
の
幼
少

期
に
つ
い
て
は
、
「
祖
母
・
浪な

み

（
浪
子
）
に
の
び
の
び

と
育
て
ら
れ
、
周
囲
の
自
然
に
親
し
み
な
が
ら
植
物
に

深
い
興
味
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
」
と
い
う
逸い

つ

わ話
が
よ

く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
つ
い
て
こ
こ
で
詳
し
く

述
べ
ま
せ
ん
が
、
明
治
維
新
と
い
う
、
日
本
の
社
会
シ

ス
テ
ム
が
大
変
わ
り
し
た
時
期
に
幼
少
期
か
ら
青
年
期

を
過
ご
し
た
と
い
う
事
が
、
富
太
郎
の
人
生
に
大
き
く

影
響
し
て
い
る
点
は
あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

こ
の
意
味
で
、
最
も
影
響
し
た
の
は
学
歴
と
の
関
係

で
す
の
で
、
数
号
に
分
け
て
富
太
郎
の
学
歴
に
つ
い
て

紹
介
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

　

富
太
郎
の
学
歴
は
、
近
所
の
寺
子
屋
で
の
手
習
い
か

ら
は
じ
ま
り
、
名め

い
こ
う
か
ん

教
館
や
佐
川
の
学
者
・
伊
藤
蘭
林
が

開
い
た
私
塾
（
寺
子
屋
）
へ
と
続
い
て
ゆ
き
ま
す
。
富

太
郎
が
通
っ
た
頃
の
名
教
館
は
私
立
学
校
（
義
校
）
で

し
た
が
、
元
々
の
名
教
館
は
江
戸
時
代
に
佐
川
領
主
が

創
設
し
た
学
校
（
郷ご

う
こ
う校

）
で
あ
る
と
い
う
歴
史
を
も
つ

名
門
校
で
す
。

　

明
治
維
新
に
よ
り
佐
川
領
が
消
滅
す
る
と
、
領
主
を

は
じ
め
と
す
る
武
士
層
が
佐
川
か
ら
消
え
て
ゆ
き
ま

す
。
名
教
館
の
支
え
と
な
っ
て
い
た
運
営
者
が
い
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
代
わ
り
に
新
た
に
支
え
と

な
っ
た
の
は
町
人
層
で
し
た
。
そ
の
た
め
、
武
士
の
子

供
た
ち
の
学
び
の
場
で
あ
っ
た
名
教
館
や
蘭
林
塾
も
時

宜
に
応
じ
て
姿
を
変
え
、
町
人
の
子
供
た
ち
（
武
士
の

子
供
た
ち
以
外
）
の
参
加
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
の
で
す
。

　

も
し
明
治
維
新
が
起
こ
ら
ず
、
身
分
制
度
が
社
会
の

様
々
な
面
で
機
能
し
て
い
た
江
戸
時
代
が
続
い
て
い
た

と
し
た
ら
、
富
太
郎
は
名
教
館
で
も
蘭
林
塾
で
も
学
ぶ

事
は
で
き
な
か
っ
た
事
で
し
ょ
う
。

　

幸
い
に
も
門
戸
が
開
か
れ
た
こ
れ
ら
の
学
び
場
で
、

富
太
郎
は
和
漢
の
学
問
の
他
に
実
学
（
地
理
・
天
文
・

物
理
な
ど
）
を
学
ん
だ
と
い
い
ま
す
。
明
治
５

（
１
8
７
２
）
年
に
は
、
新
政
府
に
よ
り
新
し
い
学
校

の
制
度
が
整
え
ら
れ
、
明
治
７
年
に
は
新
制
度
に
よ
る

学
校
が
佐
川
で
創
設
さ
れ
ま
す
。
こ
の
わ
ず
か
２
年
に

満
た
な
い
間
が
、
富
太
郎
が
名
教
館
や
蘭
林
塾
で
学
べ

た
期
間
に
あ
た
り
ま
す
。

　

で
は
、
こ
の
時
期
の
富
太
郎
は
ど
の
よ
う
な
勉
強
を

し
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
？
次
号
で
は
具
体
的
に
紹
介

し
よ
う
と
思
い
ま
す
。

（
青
山
文
庫　

藤
田
有
紀
）

〈
展
示
案
内
〉

〇
牧
野
富
太
郎
生
誕
160
年
記
念
特
別
展
「
牧
野
富
太
郎

と
佐
川
（
後
期
）
」

〇
小
展
示
「
志
士
た
ち
の
遺
墨
」

〇
小
展
示
「
青
山
文
庫
の
歴
史
」

　

９
月
10
日
（
土
）
～
１
月
９
日
（
月
）

〈
お
知
ら
せ
〉

　

展
示
替
作
業
の
た
め
９
月
６
日
（
火
）
か
ら
９
日
（
金
）

は
臨
時
休
館
し
ま
す

青
山
文
庫
だ
よ
り

黒瀬川帯の風景
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